むと、 同勢が ふえる。 そうなる と、 二 千円 や 三千 円で 

おさまる もので はない。 ゼィ タクな 食べ物な ど、 何 ひ 

とつ とらな くと も、 当節の 酒代 は 痛快 千万な もので あ 

る。 

先日、 三 根 山と 新 川が 遊びに きて、 一度 チャン コの 

フグを 食いに きて くれ、 と 云う から、 ィャ ィャ、 拙者 

すもう 

は フグで 自殺 はしたくない から、 角力の つくった フグ 

だけ は 食べない、 と 答えたら、 三 根 山 は 世に も 不思議 

な 言葉 をき くもの だとい う 解せない 顔 をして、 

「料理屋の フ グは危 いです。 角力の フグは 安心です。 

ヮ シラ、 そう 言うて ます。 なァ I 



五十 銭、 三十 銭、 上級、 中級と 評価され る。 

然し、 そんな ことに 一 々腹 を 立てて いられない。 芸 

道 は、 自らの もっと 絶対の 声に よって、 裁かれ、 苦悩 

している もの だ。 

常時に 戦争で ある 芸道の 人々 が、 一般 世間の 規矩と 

自ら 別な 世界に ある こと は、 理解して いた、 V かねば な 

らぬ。 いわば、 常時に 於て、 特攻隊の 如くに 生きつつ 

ある ものである。 常時に 於て、 仕事に は、 魂と イノ チ 

が 賭けられ ている。 然し、 好き このんでの 芸道で ある 

から、 指名され た 特攻隊の 如く 悲痛な 面相で はなく、 

我々 は 平 チヤ ラに事 もない 顔 をして いる だけで ある。 



太宰 がー 夜に 二 千円の カス トリ をのみ、 そのく せ、 

家の 雨漏り も 直さなかった という。 バカ モノ、 変質者、 

諸君が そう 思われるなら、 その 通り、 元々、 バカ モノ 

でなければ、 芸道で 大成 はでき ない。 芸道で 大成す る 

と は、 バカ モノになる ことで も ある。 

太 宰の死 は 情死で あるか。 腰 を ヒモで 結び あい、 

サッ ちゃんの 手が 太宰の クビに 死後 も かたく 巻きつ い 

ていたと いうから、 半 七 も 銭 形 平 次 も、 これ は 情死と 

判定す るに きま つてい る。 

然し、 こんな 筋の 通らない 情死 はない。 太宰 はスタ 

コ ラサ ッ ちゃんに 11 れ ている ように は 見えな か つたし、 



惚れて いるよりも、 軽蔑して いるよう に すら、 見えた- 

サッ ちゃん、 というの は 元々 の 女の人の よび 名で ある 

が、 スタコ ラサ ッ ちゃんと は、 太宰が 命名した もので 

あった。 利 巧な 人で はない。 編輯 者が、 みんな 呆れ か 

えって いたよう な 頭の 悪い 女であった。 もっとも、 頭 

だけで 仕事 をして いる 文士に は、 頭の 悪い 女の 方が、 

時には 息ぬ きになる ものである。 

太宰の 遺書 は 体 をな して おらぬ。 メチ ヤメ チヤに 泥 

酔して いたので ある。 サッ ちゃん も 大酒飲みの 由で あ 

るが、 これ は 酔っ払って はいない よう だ。 尊敬す る 先 

生のお 伴して 死ぬ の は 光栄で ある、 幸福で ある、 とい 



もの ことで あるが、 自殺と いう 奴 は、 こればかり は、 

翌日 目が さめない から 始末が わるい。 

昔、 フランス でも、 ネル ヴァルと いう 詩人の 先生が、 

深夜に 泥酔して ォ デン屋 (フランスの ネ) の 戸 をた ゝ 

いた。 かねて ネル ヴァル 先生の 長尻 を 敬遠して いる ォ 

デンャ の オヤ ジ はねた ふり をして 起きなかったら、 ェ 

ェ、 ママ ョと 云って、 ネル ヴァル 先生き びす を 返す 声 

がした が、 翌日 ォデ ンャの 前の 街路樹に クビ をく、 つ 

て 死んで いたそう だ。 一杯の 酒の 代りに、 クビ をく、 

られた 次第で ある。 

太宰 のよう な 男で あったら、 本当に 女に 唿れ、 ば、 



胸の 嵐 も ひどかった と 見て やる 方が 正しいだろう。 こ 

の 女に 惚れました。 惚れる だけの 立派な 唯一 の 女性で 

す。 天国で 添い とげます、 そんな 風に 首尾一貫、 恋愛 

によって 死ぬ 方が、 私に は、 珍 だ。 惚れて いるなら、 

現世で、 生きぬ くが よい。 

太宰の 自殺 は、 自殺と いうよ リ、 芸道 人の 身 もだえ 

の 一 様相で あり、 ジコ ー サマ 入門と 同じような 体 をな 

さ、 V る ァガキ であ つたと 思えば マチ ガイな かろう。 こ 

ういう 悪 ァガキ はそッ としてお いて、 いたわって、 静 

かに 休ませて やる がい、。 

芸道 は 常時に 於て 戦争 だから、 平 チヤ ラな顔 をして 
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